
野田キャンパスに咲く満開のあじさい

　本号の特集は、「社会基盤工学からみた都市防災」で
す。災害が多発する国・日本において、防災力を支えて
いる社会基盤工学をご紹介しています。災害というと、
大地震や津波のイメージが強いかもしれません。しかし
それ以外にも日本は、豪雨災害や土砂崩れ、毎年やって
くる台風がもたらす被害など、実に多種多様な災害に見
舞われ続けています。私は建築学科の教員なので社会基
盤工学は分野外ですが、今回寄せてくださった 5名の
先生方の論考はどれもとても具体的でわかりやすく、現
在まで蓄積された研究の知見が端的に示されています。
　塚本良道先生は、近年フォーカスされている、豪雨に
よる急傾斜地の崩壊、地滑り、土石流による災害と防災
について、また菊池喜昭先生は、「土」が土粒子（固体）、
水（液体）、空気（気体）の混合体から成り立つことを起
点に、我々が日常踏みしめている地盤の捉え方と防災力
の向上について論じて下さいました。いずれも山脈の多
い日本において、自然環境の捉え方、見方を大きく変え
るものと感じました。
　木村吉郎先生は、「強風」がもたらす被害とその災害
対策を、工作物別に論じて下さいました。建物単体のみ
ならず仮設足場や橋梁など、役割や構築目的の異なる物
体ごとに対策をたてることの困難さを提示されていると
感じました。
　二瓶泰雄先生は、被害範囲の広さと被害額、そして人
的被害といった、豪雨災害や水害について普段思い至ら
ない視点をもって論じて下さいました。建物単体をあつ
かうことの多い建築学からみると、社会基盤工学が国土
をとらえる学問であるということがよく理解できました。
　栁沼秀樹先生は、最先端の「交通」研究について論じ
て下さいました。特に被災時には、時々刻々状況が変化
するため、時間軸という視点から防災をとらえる必要性
を感じました。また近年話題の AI 技術による研究方法
の進化は非常に興味深く感じました。
　近年、何か問題が起こると大学の教員がテレビに呼ば
れ、専門知識を駆使してコメントしている様子をよく目
にするようになりました。それだけ各研究分野が高度化
し、専門家が必要とされる時代なのだと改めて思います。
　今回意義深い論考を寄せてくださった社会基盤工学科
の塚本先生、菊池先生、木村先生、二瓶先生、栁沼先生
にあらためて御礼申し上げます。
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石塚　正基	 創域理工学部 先端物理学科
垣野　義典	 創域理工学部 建築学科
増田　信之	 先進工学部 電子システム工学科
井出野　尚	 経営学部 経営学科
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特集：機能性金属錯体懇談会の科学

編集委員会  編集委員

●	概説：機能性金属錯体
●	金属錯体と有機分子のコンビナトリアル的集積による新機能
性超分子の構築―酵素ミミックと抗がん活性化合物の開発―

●	光合成の模倣から始まった複合金属ポルフィリン錯体の研究
●	金属錯体で水素結合の陽子を操る
●	精密金属クラスターを構成単位とした連結構造体
●	錯体ナノチューブの疎水性空間に拘束された水の特異な性質
●	機能性二次元金属錯体ナノシート


